
９
月
28
日
、
平
内
町
の
ほ
た
て

広
場
に
お
い
て

｢

県
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会｣

が
開
催
さ
れ
、
易
国

間
漁
協
金
田
一
組
合
長
が
青
森
県

水
産
大
賞
を
受
賞
し
、
長
谷
川
出

納
長
よ
り
賞
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

金
田
一
氏
は
昭
和
61
年
か
ら
易

国
間
漁
協
組
合
長
に
就
任
し
、
平

成
７
年
か
ら
16
年
ま
で
は
、
ア
ワ

ビ
、
ウ
ニ
、
ミ
ズ
ダ
コ
の
積
極
的

な
資
源
管
理
、
ま
た
、
10
年
程
前

か
ら
立
縄
コ
ン
ブ
養
殖
を
行
い
、

｢

海
の
森
づ
く
り｣

に
先
見
的
に

取
り
組
み
、
さ
ら
に
平
成
11
年
か

ら
は
、
マ
コ
ン
ブ
の
延
縄
養
殖
を

行
い
商
品
化
し
、
易
国
間
ブ
ラ
ン

ド
の
普
及
を
図
る
な
ど
、
卓
越
し

た
指
導
力
を
も
っ
て
漁
業
者
を
指

導
し
、
資
源
の
維
持
向
上
に
努
め
、

漁
家
経
営
の
安
定
・
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
て
き
た
功
績
な
ど
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

10
月
13
日

(

木)

、
本
年
で
14

回
目
と
な
る
新
島
襄
寄
港
の
地
碑

｢

碑
前
祭｣

が
海
峡
い
さ
り
び
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
の
前
で
は
、
賛
美
歌
、

村
民
歌
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
横
浜

村
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
大

谷
同
志
社
総
長
が
記
念
碑
に
献
花

を
し
、
続
い
て
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン

グ
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
志
社
大
学
創
立
者
の
新
島
襄

先
生
は
、
江
戸
末
期
の
一
八
六
四

年
に
国
禁
を
犯
し
て
渡
米
を
考
え
、

洋
式
帆
船
快
風
丸
で
江
戸
か
ら
函

館
に
向
か
っ
て
航
行
中
、
シ
ケ
を

避
け
る
た
め
下
風
呂
に
寄
港
し
２

日
間
滞
在
し
ま
し
た
。
下
風
呂
温

泉
に
入
湯
し
、
温
泉
の
快
さ
や
下

風
呂
温
泉
の
様
子
な
ど
を

｢

函
館

紀
行｣

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
碑
前
祭
は
、
風
間
浦
村
と

新
島
襄
先
生
と
の
歴
史
を
偲
ぶ
と

と
も
に
、
学
校
法
人
同
志
社
と
の

友
好
関
係
を
深
め
る
た
め
に
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

10
月
６
日

(

木)

、
蛇
浦
小
学

校
児
童
全
員
が
参
加
し
て
、
稲
刈

り
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
験
学
習
は
、
５
月
末
に

植
え
ら
れ
た
も
ち
米
の
稲
の
刈
り

取
り
作
業
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
の
大

変
さ
と
と
も
に
、
収
穫
す
る
喜
び

を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
み
ん
な
泥
ん
こ

に
な
り
な
が
ら
も
、
満
面
の
笑
み

を
う
か
べ
な
が
ら
収
穫
の
秋
を
楽

し
み
ま
し
た
。
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